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中学生のためのサイエンスセミナー開催
　中学生のためのサイエンスセミナーを下記の日程で
開催します。
　これは，大学等が有する知的財産，施設設備および
人材を活用し，子供たちの科学技術やものづくりへの
興味・関心を育むことを目的に実施するものです。
　科学の楽しさや面白さは，教科書の中だけでは，な
かなか味わうことができません。自分たちの手で何か
を作ったり，動かしたりすることによって，はじめて
新たな発見や感動が生まれてきます。
　中学生のみなさん，理科が大好きになる絶好の機会
です。ぜひともご参加ください。

○９月２３日㈷ 10:00 ～ 16:30
地球環境にやさしい材料についての最新の科学講義を行っ
た後，実験室で楽しいサイエンスの実験や実習を行います。

○９月２４日㈰ 10:00 ～ 16:00
南極大陸における地球環境問題について学習した後，環境
に配慮した取り組みを行っている市内の工場を見学します。

○９月３０日㈯ 9:00 ～ 17:00
きららガラス未来館でガラスの体験学習を行った後，３日
間のセミナーのまとめとして，全員が環境問題についての
レポートを作成し，発表会を行います。

■参加費　無料
■対　象　中学生（父母参加可）
■定　員　３０名（先着順）
■問い合せ・申込先　庶務課（☎ 88-4504）
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「自分らしく輝くために」

　戦後日本の経済復興を
支えてきたいわゆる団塊
の世代が２００７年から
定年を迎えることになり，
様々な問題がクローズ
アップされているところ
です。
　一方で人生８０年時代を迎えた今日，定年は豊
かな人生の出発点となり，これまでのしがらみや
肩書きを外し，一人の人間として自由に生き方を
選択できる絶好の機会にもなります。
　しかし，支える人と支えられる人のバランスが
大きく崩れるこれからの社会を考えると，今まで
培ってきた知識や技術を生かし，地域や社会に還
元しながら若い世代と共に生きていくことが求め
られます。
　家族形態やライフスタイルも多様化する中，年
齢や性別に関係なく，個性と能力を十分に発揮し，
誰もが自分らしく生きていける，人間として心豊
かな人生にすることが最も大切ではないでしょう
か。

（市民活動推進課）

　山陽小野田市には，４台の救急車が，けがや

病気をした人を病院へ搬送するため待機してい

ますが，近年の救急件数の増加により，救急車

が不足してしまうおそれもあります。軽い病気

やけがで救急車を利用すると，重い病気の人や

すぐに手術が必要な方を病院へ運ぶのが遅れる

かもしれません。みなさんの救急車です，正し

く利用しましょう。
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■問い合せ先　小野田消防署（☎83-0119）　山陽消防署（☎71-1900）　埴生出張所（☎76-0348）


